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はじめに
第50回全日本特別支援教育連盟記念全国大会岐阜大会が、平成23年10月27、28日に岐阜市で開催された。
この大会は50回の記念大会であることに加え、戦後の知的障害教育を強く先導された三木安正先生の生誕
百周年とも重なり、意義深い大会でもあった（松矢ら，2012）。この記念すべき大会において、岐阜大学教
育学部附属中学校は作業学習の公開授業、研究発表を担当した。中学校特別支援学級における作業学習の公
開授業は稀であり、更に研究発表も合わせ行う異例のものであった（中坪，2012）。時機として、平成20年
版小・中学校学習指導要領解説（総則編）において、初めて特別支援学級の教育課程編成の根拠として、知
的障害特別支援学校の各教科に替え実況にあった教育課程を編成することも可能であることが示されたり、
平成21年版特別支援学校学習指導要領において「領域・教科を合わせた指導」が知的障害教育の対応の基
本として「総則」に載せられたりする中での取組であり、その役目の大きさを痛感した。加えて、戦後の新
教育において、三木先生が最初に心血を注がれたのは中学校特別支援学級の教育実践であり、その意義の深
さに身が震える思いさえもあった。
しかし、現在、特別支援学級は、昭和40年代の計画設置に伴う急増を凌ぐ勢いで増加し、特別支援学級
担当歴 2年の者がそのピークとなっている（全国特別支援学級設置学校長協会，2011）。そのため、特別支
援学級の教育実践の経験の浅い者がその教育課程の独自性を知らないままに取り組んでいる感がある。
そうした特別支援学級の状況を鑑み、今回の公開授業の学習支援案、ならびに、指導助言者からの指導助
言を広く公開する。そのことで、特別支援学級の教育実践、その中でも特に「領域・教科を合わせた指導」
が更に充実したものとなるように議論を深めていく際の資料のひとつとなることを期待したい。

授業づくりの構えと公開授業
知的障害教育では、児童生徒自身が願いや見通しをもち、達成感や充実感に満ちた姿をみせてくれたか否
かが授業評価の重要な指標の一つとなる。そのため、作業学習においても、自分から願いや見通しをもち、
達成感や充実感に満ちた生徒の姿を授業の評価として受け止めて取り組んでいる（福田，2011）。以下、第
50回全日本特別支援教育連盟記念全国大会岐阜大会において、作業学習の公開授業として取り組んだ単元
「岐阜大学フェアで販売しよう」の学習支援案ならびに助言者からの指導を示す。
○学習支援案

特別支援学級における
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○助言者からの指導助言
分科会助言者は、斯界、その中でも、作業学習の第一人者である中坪晃一植草学園短期大学学長であり、
以下のような指導助言を受けた。

＜作業学習全体＞
・ミシンコースの班名に違和感が残る。木工コースを電動丸鋸コースとか金槌コースというような感じである。

例えば、縫製コースのように作業内容を表す班名がよい。

・作業時間が帯状で毎日 2コマ（100分間）を休憩なしで行っているのは良い。

・各学期 1回の販売会を、大学との連携の中で行っているのは附属学校ならではの良さである。

＜取り組みの方向性＞
1−1「青年に相応しい教育活動に」

・例えば、印刷コースの場合、役付けは 2年生以上の生徒だが、役に応じた活動内容があるのか。単なる励ま

し程度の名目副班長、技術長になっていないか。

1−3「生徒自ら取り組む活動に」

・単元計画の岐阜大との折衝が生徒と一緒に行っている点は良い。

・ポスター、チラシなどの作成時間の時間の位置づけを検討する。

2−1「手応えのある取り組みに」

・残業等の取り組みがあっても良いのではないか。

・印刷コースは60分が作業で前後（準備・片付けなど）40分となっているが、出来るだけ作業時間を長くした

方が良い。

2−2「分かち合う取り組みに」

・印刷コースは 4人 1組 2班体制での各班分業となっており、共同作業の良さは分かるが、仕事の速さが合わ

ないことはないか。逆に言えば、手持ちぶさたになるようなことはないか。

＜本単元について＞
1 ．単元について

・単元期間が 2か月は長くないか。

・年間 3単元の設定であるが、小さな単元、あるいは、コースごとの単元などもあっても良いかと思う。

・被災地支援が出ている。これを単元名あるいはサブタイトルにした方が、生徒も教師にとっても適切でイン

パクトも強く、盛り上がりも違うのではないか。

3．単元の計画

○単元の展開−全体

・4つめの「・」の文言：「活動量」ではなく「作業量」が良い。

○授業の展開−全体

［印刷コース］

・1つ目の「・」の文言：「やりたい工程」ではなく「希望する工程」が良い。

・3つ目の「・」の内容：それぞれで 2人コンビでの流れがスムーズにいくと良いが、どちらかが待ちの状態

にならないか。

［ミシンコース］

・4つ目の「・」の内容：「印の線引き」「まち針うち」を生徒の仕事にできないか。教師の下請け作業にしない。

・5つ目の「・」の内容：「おたすけコーナー」はいかにも教育っぽく、わざとらしくはないか。困ることが予

想されるなら、そうならない対応が先で、困れば、教師に尋ねるなり、尋ねることが難しい生徒には、教師

が気づいて声をかけるなどの対応を丁寧にしていけば良さそうに思う。

○活動日程

・ミシンコース、木工コースにも製品目標数の記述があると良い。
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・木工コース：「集成材作り」→「集成材加工」→「組み立て」と、単元の途中から新たな作業が入り込んでく

る計画になっている。この場合、その都度、人数を減らしたり、担当が変わる生徒がいたりとなりそうだが、

不都合はないか。最初から 3工程同時進行はできないか。集成材にこだわった製品にすること自体にも課題

があるかもしれません。

・関連する活動：「作業長会」の活動がもう少し分かるようにしてほしい。

　　　　　　　　「販売練習」は「お店屋さんごっこ」にならないようにする。

　　　　　　　　「販売の振り返り」は「打ち上げ」などの方が生徒には良いかと思う。

○本時

［印刷コース］＊各コース共通することもある。

（1）目標

・本時は製品作り最終日の前日であり、「目標達成目指して、力を合わせて頑張る（目一杯作業する）」みたい

なトーンが出るとよい。同様のことは、展開の「活動における支援」でも、「次時の期待感を」みたいなこと

で、まだ先のことのような暢気・人ごとのような感じを受けた。

（2）展開

・授業のパターンへのこだわりなのか、片付け・まとめが30分間もあった。片付けは仕方がないにしても、次

回の作業確認に10分間も必要でしょうか。実際の授業においても、生徒だけでの実施であり、儀式化してい

る感じがした。生徒と先生が片付けを一緒にしながら、「あと 1日」「○枚できた」「明日目標達成できるとい

いね」のような会話をすれば、次回の作業確認はなくても良さそうである。

（3）場の配置

・肝心なところは教師が行っているようなので、生徒は「助手」のような印象を受けた。教師の確認の言葉が

ないと、動けないことになる。肝心なところを生徒に委ねられると違った作業風景になると思う。また、並

べ係の仕事は必要だろうか。刷り上げたところに、乾燥棚があれば、運ぶ手間もなく、2人の仕事が変わる

かもしれない。そして、流れが滞ると、2人は手持ち無沙汰になってしまう。加えて、袋詰め作業は、座り

仕事かとも思ったが、立っている方が勢いも出るし、他の人も立ち仕事なので、生徒にとっても良い。

（4）本時における一人一人の活動

・「様子」と「本時」「手立て」に、整合性があるかの更なる吟味が必要である。例えば、「高橋君」。「本時の活

動」は「印刷面が重ならないように」とあるが、「様子」からはわからない。「様子」に「印刷面が重なるこ

とがあるが、製品の縦横を揃えて乾燥棚に揃えて並べている」とでもあればつながる。「手立て」は重ならな

いようにするための手立てを具体的に示すと整合性が出てくる。「並べる方法を示す」ことも手立てではあり

ますが、どうやって本人に分かるようにするのか、例えば、同じ規格の紙を貼り付けておき、その上に並べ

るようにするとかを示す。

・「岐阜大フェア」への本人の気持ちとか役割などがあると「様子」が膨らむ。テーマへの意気込みみたいなこ

とが大事になるし、そんなことが生徒は抱いている。それを受けて、「本時の活動」「手立て」も膨らむかも

しれない。全員にと言うわけではないが、技術的な側面での「様子」だけになっているようにも感じた。

［ミシンコース］

（1）目標

・展開の「活動における支援」でも「次の活動への意欲が高まるように、岐阜大学フェアを話題にする」とあるが、

そんな時点ではないように思う。「あと 1日で製品づくりはおしまい。がんばろう」のようなトーンがほしい。

（2）展開

・授業のパターンへのこだわりとして、片付け・まとめが15分間もあるのだろうか。作業時間が長くなってい

ることはよい。次回の作業確認がいるかは要検討である。「良かった点と次へつながる課題を話す」は、必要

な生徒には、作業中に話しているはず。ことさらこの時間でなくともよい。こうした一斉評価方式は生徒主

体になりにくい。
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・「準備」に「ホワイトボードを見て」とあるが、前日も同じ作業をしており、この時点では分かっているので

はないかと思われる。また、前日の片付けで、必要な材料や道具を箱に入れて、ミシン台などを整えておき、

汚れ防止で布でもかぶせておけば、それを取るだけで作業が始められるように思う。

・「報告や連絡方法の確認をする」とありますが、必要な時に必要な生徒にその場で行えばよい。

・「下糸がなくなった時、ボードを見て」とあるが、支援案に書くほどにしょっちゅうあることなのか。困って

いる生徒にはさりげなくやさしくサポートすれば済むことのように思う。

・文言：「自分が分担した」は「自分が担当した」が良い。

（3）場の配置

・作業室に、各製品の製作目標が掲示されているのは良い。製品は 9種類あり、布の素材や規格の違いだけで

同じように進められる物はいいとして、製作工程が異なる物もある。多種類の製品をそれぞれ少数製作して

いくのがよいか、主な製品を決めて、それを大量に作る方が良いかも検討の余地があるように思う。

・チェックや確認を求めることが多く、先生の前に列が出来ることもあった。先生の確認がなければ作業が進

まないとなると、生徒主体ではなくなる。先生方は優しく対応しておられたので変ではなかったが、「教師が

一格上」の存在ということになる。生徒の姿も、次々に担当の作業を進めるという姿にはなりにくくなる。「で

きる状況づくり」も含めて、工程や作業手順、補助具などの見直しが必要かもしれない。加えて、先生方の

位置も生徒と離れているように感じるので、どこかの工程に入り込んでの方が良いように思う。

（4）本時における一人一人の活動

・「様子」と「本時」「手立て」に、整合性があるかの更なる吟味が必要である。例えば、「鈴木さん」。「本時の

活動」では「返し縫いの長さを気にしながら、長い線を印に沿って正確に縫う」とあるが、「様子」からはわ

からない。本時の活動も「返し縫いの長さと、長い線を正確に縫う」の二つが入り交じっている。「手立て」は、

「初めは、・・・、徐々に・・・」で、はっきりしない。本時の手立てでもないようである。「様子」から、何

をこの生徒に期待するか、そのための手立ては、ということをもっと吟味してほしい。

・技術に関する記述がほとんどになっている。

・「指示された」という文言がいくつかあるが、製品の「規格の長さ」の意味かと思う。先生が指示しているよ

うに読み取れるので、文言を整える方が良い。

［木工コース］

（1）目標

・「 5個製作」では少なすぎるように思う。木工室には50個の目標掲示があってが、実際には30個に下方修正だっ

たのだろうか。それでも残り12個のようだったが、製作終了まであと 1日。製作個数が少ないと勢いが出ず、

遣り甲斐も少なくなる。どうしたらたくさん製作できるか、製品、製作工程、手順、手立てなども見直すこ

とが求められる。こだわると、良い結果が出る。

（2）展開

・授業のパターンへのこだわりとして、片付け・まとめが15分間もあるのだろうか。作業時間が長くなってい

ることはよい。

（3）場の配置

・どのコースも運動靴でなく、スリッパ、サンダル履きで作業をすることは良いことだろうか。先生方はみん

な運動靴だった。特に木工は、木くずなどがあって滑べることもあり、危険。加えて、革手袋で糸鋸をやっ

ている生徒もいましたが、これも危険。手袋が必要な事情が特段あれば別だが、手袋に刃が当たっても、気

づかないことがあったり、それで手が引き込まれたりすることがある。安全は作業学習の必須条件となる。

・「ガンガン作る」雰囲気が感じられなかった。製品・工程などの再検討が必要である。

・組み立て工程の前はベルトサンダーでしょうか。そうであれば、組み立てとベルトサンダーの位置が一番離

れており、配置が妥当であるかの検討が必要と思う。



− 92 −

・集成材作りは手間がかったので、他の製品を考えることも必要である。

（4）本時における一人一人の活動

・「様子」と「本時」「手立て」に、整合性があるかの更なる吟味が必要である。文言や手立ての内容などに留

意すれば良いと思う。例えば、「田中君」。「様子」は「木目についてあまり気にせず、自分の作業に集中して

取り組む」となっている。書き方としては、「木目についてあまり気にしないが、自分の作業に集中して取り

組む」とすると、「自分の作業に集中して取り組む」が肯定的になる。前者であると読み手によっては否定的

な受け止めにもなる。「本時の活動」は「木材の節や割れなどに気をつけ、均一な長さになるように、取り付

けて鋸をひく」である。「様子」の「木目」を「木材の節や割れ」とすれば良い。ただし、「手立て」が良い

かは吟味が必要である。例えば、「線に沿って切れたかを共に振り返る」（加藤君）とあるが、振り返らなく

とも、線に沿って切れるような手立てを、あるいは線がなくとも同じ規格で切れる工夫などが不可欠である。

・技術に関する記述がほとんどになっている。

おわりに
岐阜大学教育学部附属中学校の特別支援学級では、昭和38年の開級以来、「領域・教科を合わせた指導」、
その中でも「作業学習」を教育課程の中心に位置付けてきた。こうした教育実践の中で、精一杯働き、でき
た喜びを味わい、仲間とともにその喜びを分かち合うことができるような授業づくりに努めることで、生徒
が自分に自信をもち、自ら積極的に取り組む姿を随所にみせてくれている。こうしたこれまでの成果を全国
に向け、広く公開する機会をもつことができたことはとても意義深いものであった。今回の公開授業での成
果ならびに反省を踏まえ、これからも、生徒の豊かな生活の創造とその生活が将来の豊かな生活へと連なっ
ていくような教育実践を積み重ねていきたい。
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